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小林会長ブログ「徒然なるままに」発信中！ 詳しくは連合新潟ホームページまで！

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

連
合
新
潟
に
結
集
す
る
組
合
員
と
そ
の
ご
家
族
の

皆
さ
ま
、
そ
し
て
日
頃
よ
り
連
合
新
潟
の
運
動
に
ご

支
援
を
賜
り
ま
す
皆
さ
ま
に
新
年
の
お
慶
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。
本
年
も
連
合
新
潟
の
運
動
に
対
し
ま
し

て
、
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
・
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
は
、
私
た
ち
働
く
者
を
取
り
巻
く
環
境
が
大

き
く
揺
れ
動
い
た
一
年
で
し
た
。

　

物
価
の
高
止
ま
り
や
人
手
不
足
の
深
刻
化
、
賃
金

水
準
の
改
善
な
ど
、
課
題
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
し
た

が
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
・
地
域
の
皆
さ
ま
の
力
強
い

ご
協
力
に
よ
り
、
労
使
協
議
の
前
進
、
労
働
条
件
改

善
に
向
け
た
取
り
組
み
、
そ
し
て
地
域
連
帯
の
強
化

な
ど
、
多
く
の
成
果
を
積
み
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
と
し
て
、
職

場
の
安
全
衛
生
活
動
、
労
働
相
談
、
そ
し
て
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
推
進
計
画
フ
ェ
ー
ズ
２
が
ス
タ
ー
ト
す
る

な
ど
、
未
来
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
継
続
で
き
た

こ
と
は
大
き
な
意
義
が
あ
り
ま
し
た
。

　

改
め
て
、
皆
さ
ま
一
人
ひ
と
り
の
ご
尽
力
に
深
く

敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

今
年
は
、
働
く
環
境
の
質
を
さ
ら
に
高
め
、「
誰

も
が
安
心
し
て
暮
ら
し
、
働
き
続
け
ら
れ
る
新
潟
」

を
実
現
す
る
重
要
な
一
年
と
な
り
ま
す
。

　

労
働
組
合
の
使
命
は
、
職
場
や
地
域
で
働
く
人
々

の
声
を
集
め
、
よ
り
良
い
社
会
へ
つ
な
げ
て
い
く
こ

と
で
す
。
私
た
ち
は
、
賃
金
引
き
上
げ
や
処
遇
改
善
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
根
絶
な
ど
、
引
き
続
き
課
題
解
決

に
正
面
か
ら
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
勤
労
者
福
祉
の
分
野
に
お
い
て
も
連
合
新
潟

は
、
新
潟
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
（
略
称
：
新
潟
県

労
福
協
）
の
主
要
団
体
と
し
て
、
そ
の
運
動
を
前
進

さ
せ
る
た
め
、
労
働
金
庫
、
こ
く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ

ｐ
を
は
じ
め
と
し
た
労
福
協
構
成
団
体
の
様
々
な
取

り
組
み
に
対
し
、
連
携
、
協
力
を
す
す
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

２
０
２
６
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
健
や
か
で
実
り

多
く
、
輝
け
る
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
し
、
年

頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

連
合
新
潟
会
長

小

林

俊

夫

社
会
と
未
来
を

変
え
て
い
こ
う
！

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
連
合
運
動
へ
の
ご
理
解
と
ご
支
援

を
い
た
だ
き
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
年
を
迎
え
、
新
た
な
４
半
世
紀
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
21
世
紀
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
時

代
と
期
待
さ
れ
、
様
々
な
分
野
で
グ
ロ
ー
バ
ル

化
が
進
展
し
ま
し
た
。
経
済
は
、
24
時
間
３
６

５
日
、
途
絶
え
る
こ
と
な
く
国
境
を
超
え
た
活

発
な
活
動
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
第
４
次

産
業
革
命
が
そ
れ
に
拍
車
を
掛
け
て
い
ま
す
。

世
の
中
の
動
き
は
常
に
デ
ー
タ
と
し
て
捕
捉
さ

れ
、
新
た
な
価
値
を
発
掘
す
る
こ
と
に
繋
が
る

一
方
、
効
率
性
を
極
限
ま
で
追
求
す
る
よ
う
な

社
会
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
経
済
的
格
差
の
拡
大
が
発
生

し
、
中
間
層
の
縮
減
、
貧
困
層
の
拡
大
は
世
界

的
に
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
負
の
グ
ロ

ー
バ
ル
化
も
進
展
し
ま
し
た
。
ま
た
、
環
境
問

題
も
、
世
界
各
地
で
深
刻
な
状
況
が
継
続
し
、

人
々
の
生
命
を
脅
か
し
て
い
ま
す
。

　

次
の
４
半
世
紀
で
ど
の
よ
う
な
世
界
を
つ
く

っ
て
い
く
の
か
、
そ
の
手
綱
は
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
の
手
に
あ
り
ま
す
。
今
こ
そ
、
連
合
ビ
ジ

ョ
ン
を
ジ
ブ
ン
ゴ
ト
と
し
て
、
私
た
ち
が
自
ら

こ
の
世
界
を
よ
り
良
い
も
の
に
し
て
い
く
と
の

決
意
を
新
た
に
し
て
、
そ
の
一
歩
を
踏
み
出
し

ま
し
ょ
う
。

　

本
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ

で
、
実
り
多
い
一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
祈
念

い
た
し
ま
す
。

日本労働組合総連合会
会長  芳 野 友 子

１月
第３回執行委員会（27日）
第77回地方委員会（30日）

２月
第４回執行委員会（26日）
春季生活闘争新潟県中央総決起集会（28日）

３月
第２回地協代表者会議（７日）
にいがたユニオン第32回定期大会（７日）
第５回執行委員会（拡大闘争委員会）（27日）

４月
春季生活闘争中小地場総決起集会（４日）
第６回執行委員会（24日）
第97回新潟県中央メーデー（仮）

５月 第７回執行委員会（26日）

６月

第３回地協代表者会議（６日）
第８回執行委員会（23日）
平和行動 in 沖縄（23～24日）
第78回地方委員会（29日）

７月 第９回執行委員会（24日）

８月
平和行動 in 長崎（８～９日）
第10回執行委員会（25日）

９月
第４回地協代表者会議（５日）
第11回執行委員会（29日）

10月
第12回執行委員会（14日）
第36回年次大会（29日）

11月
女性委員会第38回総会（７日）
青年委員会第38回総会（７日）
第36回新潟県勤労者駅伝大会

2026年度　主要活動予定 2026年
  新年のご挨拶

新潟県護国神社 軍馬慰霊碑

2025年度連合・愛のカンパ
助成支援が決定した県内３団体のうち
今月は「フードバンクさど」をご紹介します。

〇 フードバンクさど
（助成回数３回目）助成金額30万円
佐渡市金井新保乙1636-1� 代表：平田  緑

　「連合・愛のカンパ」によるご助成を賜り、誠に
ありがとうございました。
　2025年９月現在、当団体に登録している18歳未満
の子どもがいるひとり親世帯は250件（子どもの延
べ人数400人）まで拡大しました。昨年、同時期は
220件でしたが、さらに増加しています。また、佐
渡市社会福祉協議会からのご紹介により、生活困窮
世帯を中心に35世帯も登録しています。
　温かいご支援のおかげで、月に一度、定期的に食
品配布会を開催できております。物価高騰が続く中、
「毎月本当に助かります」「子どもたちが食べ盛り
なので、お腹いっぱい食べさせてあげられます」と
いった喜びの声が多く寄せられています。
　今年で「フード
バンクさど」は設
立５年目を迎えま
した。利用者の皆
さんとの絆も深ま
り、困りごとの相
談など、多様なつ
ながりが生まれています。また、利用者自身がボラ
ンティアとして活動を支えてくれるようになり、地
域の助け合いの輪が広がっています。
　まさに「継続は力なり」です。これからも地域に
笑顔を届けられるよう尽力してまいります。
　今後とも変わらぬご支援・ご協力を賜りますよう
お願い申し上げます。



タテ80mm×ヨコ130mm（連合広告サイズ）

謹んで新春のお慶びを申し上げます

本年も変わらぬご愛顧を賜りますよう

お願い申し上げます

新 潟 推 進 本 部
(新潟県総合⽣活協同組合)

公式キャラクター ピットくん・
ピットくんファミリー

1525Z019

連　　　合　　　新　　　潟

親身になって相談に応じ
る相談員

２
０
２
６
年
度
か
ら
新
た
に
就
任
し
た

（
右
）中
越
地
協･

長
谷
川
義
和
議
長（
Ｊ
Ａ
Ｍ
）

（
中
央
）佐
渡
地
協･

平へ
い

内な
い

貴
大
議
長（
Ｊ
Ｐ
労
組
）

（
左
）県
央
地
協･

松
崎
重
信
議
長（
基
幹
労
連
）

親子で楽しみながら学習できました

2026年１月15日 平成２年２月19日
第三種郵便物認可（ ） （毎月１回15日発行） (2)第419号

労働で悩んでいる人、あなたの周りにいませんか？　無料相談 0
フリーダイヤル

120-1
いこうよ

54-0
れんごうに

52（平日10:00～17:00）

2025年末一時金　連合新潟第3回集計結果
� （12月9日現在）

＜年末一時金 回答・妥結集計結果＞
昨年との比較が可能な組合の集計結果
　※年間妥結の年末分および年末(今季)回答妥結組合の総計
　額集計：85組合（13,432人）　月数集計：108組合（17,765人）
◎組合員１人平均（加重平均）
	 　　　額：589,893円　　月数：2.13ヶ月
	 昨年　額：589,530円　　月数：2.15ヶ月

（昨年との差　額：＋363円　月数：－0.02ヶ月）
◎組合平均（単純平均）
	 　　　額：467,604円　　月数：1.88ヶ月
	 昨年　額：446,470円　　月数：1.84ヶ月

（昨年との差　額：＋21,134円　月数：＋0.04ヶ月）
☆調査対象組合339組合（68,792人）中、210組合（49,312人）

が回答妥結した。（年間妥結の年末分含む）
＜年末一時金 要求集計結果＞
【額集計】

業種別 集計組合 組合員平均（加重平均） 組合平均（単純平均）
組合数 人員 金額 金額

計 75 12,721 687,555 617,165
2024年同時期 657,838 586,609

【月数集計】

業種別 集計組合 組合員平均（加重平均） 組合平均（単純平均）
組合数 人員 月数 月数

計 99 14,556 2.41 2.32
2024年同時期 2.37 2.30 

　

映
画
「
50
年

目
の
俺
た
ち
の

旅
」
の
公
開
を

記
念
し
、
昨
年
、

１
９
７
５
年
に

放
送
さ
れ
た
ド

ラ
マ
「
俺
た
ち
の
旅
」
全
シ

リ
ー
ズ
が
一
挙
放
送
さ
れ
て

い
た
。
録
画
し
、
じ
っ
く
り

と
鑑
賞
し
た
。
中
学
生
の
頃

に
放
送
さ
れ
、
友
と
語
っ
た

記
憶
が
蘇
え
っ
た
。
特
に
、

最
後
の
プ
ロ
ッ
ト
が
胸
を
熱

く
し
「
本
当
に
や
り
た
い
こ

と
」、
人
と
し
て
ど
う
生
き

る
か
を
問
い
か
け
る
作
品
だ

っ
た
。
今
後
も
胸
が
熱
く
な

る
生
き
が
い
を
探
し
、
旅
を

続
け
た
い
。�

（
み
の
る
）

悩
み
や
困
り
ご
と
の

　
　
　
相
談
に
対
応

地
域
に
根
差
し
た
運
動
の
深
化
に
向
け
て

新
潟
県
・
食
と
環
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

第
24
回
書
記
長
・
事
務
局
長
会
議
・

産
別
推
進
会
議
を
開
催

全
国
一
斉
集
中
労
働
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

２
０
２
６
年
度
第
１
回
地
協
代
表
者
会
議

２
０
２
５
年
度
第
２
回
体
験
型
学
習
会
を
開
催

　

連
合
は
、
労
働
者
か
ら
の
相

談
を
電
話
等
で
受
け
付
け
る

「
全
国
一
斉
集
中
労
働
相
談
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
長
時

間
労
働
～
あ
な
た
の
働
き
方
は

大
丈
夫
？
～
」
を
12
月
９
日
、

10
日
（
午
前
９
時
か
ら
午
後
７

ま
で
）
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

12
月
６
日
、
第
１
回
地
協
代

表
者
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

定
期
大
会
後
の
最
初
の
会
議
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、「
労
働
相

談
へ
の
対
応
」「
組
織
拡
大
・

強
化
の
取
り
組
み
」「
２
０
２

６
年
に
行
わ
れ
る
自
治
体
選

挙
」、
地
協
の
運
動
や
会
計
に

関
わ
る
「
リ
ス
ク
評
価
・
対
応

策
点
検
」、
そ
し
て
「
２
０
２

６
春
季
生
活
闘
争
」
と
、
関
連

し
て
持
続
的
な
賃
上
げ
・
格
差

是
正
・
適
切
な
価
格
転
嫁
・
適

正
取
引
に
向
け
た
社
会
的
な
機

運
醸
成
を
は
か
る
た
め
の
「
連

合
ア
ク
シ
ョ
ン
」
な
ど
、
多
岐

に
わ
た
る
今
後
の
地
協
の
取
り

組
み
を
確
認
し
ま
し
た
。

新
潟
地
協･

山
際
事
務
局
長
が

佐
渡
地
協
事
務
局
長
を
兼
任

　

第
35
回
定
期
大
会
で
佐
渡
地

協
の
事
務
局
長
を
選
任
で
き
な

か
っ
た
た
め
、
11
月
25
日
の
第

１
回
執
行
委
員
会
の
協
議
で
、

新
潟
地
協
の
山
際
事
務
局
長
か

ら
専
任
事
務
局
長
が
就
任
す
る

ま
で
の
間
、
佐
渡
地
協
の
事
務

局
長
を
兼
任
し
て
い
た
だ
く
こ

と
と
し
ま
し
た
。
佐
渡
地
協
で

は
幹
事
会
体
制
を
強
化
し
て
、

地
域
活
動
を
行
っ
て
い
く
こ
と

を
地
協
総
会
で
気
持
ち
を
一
つ

　

今
回
は
11
月
の
「
過
労
死
等

防
止
啓
発
強
化
月
間
」
の
取
り

組
み
と
連
動
し
て
、「
長
時
間

労
働
」
を
テ
ー
マ
に
相
談
を
受

け
ま
し
た
。

　

期
間
中
、
雇
用
契
約
や
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
、
組
合
づ
く
り
な
ど

に
関
し
て
、
9
人
か
ら
11
件
の

相
談
が
寄
せ
ら
れ
、
相
談
者
の

切
実
な
悩
み
や
困
り
ご
と
に
連

合
新
潟
の
相
談
員
が
丁
寧
に
対

応
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
労
働
相
談
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
の
周
知
に
向
け
て
、
11
月

13
日
か
ら
実
施
日
ま
で
の
間
、

県
内
全
域
で
の
街
頭
宣
伝
行
動

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
各
地
域

で
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

連
合
は
、
す
べ
て
の
働
く
人
の

応
援
団
と
し
て
、
労
働
相
談
を

常
時
、
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

働
く
こ
と
で
困
っ
た
ら
、
連
合

の
労
働
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
相
談
無
料
・
秘

密
厳
守
で
対
応
し
ま
す
。

電
話
番
号

０
１
２
０

－

１
５
４
０
５
２

（�

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
い
こ
う
よ

れ
ん
ご
う
に
）

に
し
、
新
潟
地
協
か
ら
も
幹
事

会
体
制
を
強
化
し
て
山
際
事
務

局
長
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ

く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
当
該

地
協
の
み
な
ら
ず
、
す
べ
て
の

組
合
員
の
皆
さ
ん
か
ら
佐
渡
地

協
の
活
動
を
支
え
て
い
た
だ
け

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 　

12
月
10
日
、
新
潟
東
映
ホ
テ

ル
で
、
第
24
回
構
成
組
織
書
記

長
・
事
務
局
長
会
議
を
開
催
し

ま
し
た
。
会
議
に
は
連
合
新
潟

と
構
成
組
織
の
書
記
長
・
事
務

局
長
ら
25
人
が
出
席
し
、
第
77

回
地
方
委
員
会
に
つ
い
て
、
ま

た
２
０
２
６
年
１
月
か
ら
の
中

央
会
費
制
度
移
行
に
伴
う
地
方

委
員
選
出
基
準
、
２
０
２
６
年

～
２
０
２
７
年
度
専
門
委
員
会

の
委
員
登
録
、
組
織
拡
大
・
強

化
の
取
り
組
み
な
ど
、
多
岐
に

わ
た
る
対
応
を
確
認
し
ま
し
た
。

そ
し
て
い
よ
い
よ
始
ま
る
２
０

２
６
春
季
生
活
闘
争
に
つ
い
て

は
、
方
針
（
案
）
の
地
域
間
格

差
・
雇
用
形
態
間
格
差
の
是
正

の
考
え
方
と
、
今
後
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
を
共
有
し
ま
し
た
。

　

会
議
終
了
後
は
、
同
会
場
で
、

こ
く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
と
新

潟
県
労
働
金
庫
の
産
別
推
進
会

議
が
開
催
さ
れ
、
引
き
続
き
書

記
長
・
事
務
局
ら
が
出
席
。
両

団
体
の
上
半
期
の
概
況
報
告
を

受
け
た
後
の
分
散
会
で
は
、
共

済
や
労
金
の
利
用
や
活
用
に
つ

い
て
の
課
題
を
共
有
し
、
組
合

員
の
た
め
に
私
た
ち
が
で
き
る

こ
と
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
出

し
合
い
ま
し
た
。

　

11
月
29
日
、
新
潟
市
ア
グ
リ

パ
ー
ク
で
、
２
０
２
５
年
度
第

２
回
体
験
型
学
習
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

新
潟
県
・
食
と
環
境
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
、
連
合
新
潟
と
コ
ー

プ
デ
リ
に
い
が
た
で
構
成
す
る

団
体
で
、
当
日
は
構
成
組
織
か

ら
大
人
21
人
、
子
ど
も
25
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

学
習
会
で
は
、
①
牛
の
搾
乳

体
験
②
野
菜
の
収
穫
体
験
③
ピ

ザ
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。
牛

の
搾
乳
体
験
で
は
、
ア
グ
リ
パ

ー
ク
職
員
さ
ん
が
牛
乳
の
説
明

を
ク
イ
ズ
形
式
で
行
い
、
子
ど

も
達
は
楽
し
そ
う
に
手
を
挙
げ

て
答
え
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

実
際
に
搾
乳
と
餌
や
り
体
験
を

行
い
、
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま

し
た
。
野
菜
の
収
穫
体
験
で
は
、

様
々
な
季
節
の
野
菜
に
つ
い
て

説
明
を
い
た
だ
き
、
実
際
に
た

く
さ
ん
の
野
菜
を
収
穫
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ピ
ザ
づ
く

り
で
は
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が

個
性
を
発
揮
し
た
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
ピ
ザ
を
完
成
さ
せ
て
い
ま

し
た
。

　

日
々
、
牛
乳
や
野
菜
を
当
た

り
前
の
よ
う
に
口
に
し
て
い
ま

す
が
、
そ
の
裏
に
あ
る
生
産
者

の
苦
労
を
楽
し
み
な
が
ら
学
ぶ

こ
と
が
で
き
、
有
意
義
な
学
習

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
回
も
多
く
の
方
か
ら
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

2026年から地方委員は「連合本部から通知された人員数」
にもとづく基準による登録となります。詳細は地方委員会
の発文書でご確認ください。

第77回地方委員会
日  時　2026年１月30日（金）13時30分から
場  所　新潟市・新潟ユニゾンプラザ


